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　日本の考古学が常に接している土器には縄文式土器と弥生式土器とがある。そして，このうちの弥生式
土器にはきわめてしばしばその土器面に米の籾の痕が偶然に印せられている。それで，日本全土に分布し
ている弥生式土器を細く分類して，これを編年し，そして地方色を明らかにして整理するならば，日本に
おいて米を栽培する農耕が，どのようにして起り，そしてどのようにして発展していったかが分るはずで
ある。
　また，日本において金属器が使用されはじめたり，機織が行われはじ，to　tcのも，この弥生式土器の時代
であるといわれている。したがって，弥生式土器の整理は，農耕技術の問題だけでなく，当時の目本人の
新しい生活がどのようにして生成したかを明らかにしてくれるであろう。
　以下にのべる日本の農業を中心とした新しい社会の発生と展開は，このような研究方法によって得られ
た結果によるものである。
　わたくしは，このようにして，日本全国の弥生式土器を前期・中期・後期の三時期に編年した。そし
て，この前期においてもっとも古い土器は福岡県板付遺跡において得られた板付式土器であった。・さら
に，この板付式土器には，九州においてもっとも新しい縄文式土器を共伴していた。
　この板付式土器と一緒に炭化した稲の実が発見されたし，板付式土器の底部に稲の実の圧痕が認められ
た。したがって，その当時に米を食べて生活していたことは明らかである。そして，板付遺跡は低地にあ
る集落であるから，その米は水田において栽培されたものであることが推察される。
　この板付遺跡においては，さらに板付式土器と共伴して多くの紡錘車が発見された。これによって，日
本ではこの時期から機織が始められていたことも分った。
　また，板付遺跡と近い関係にある熊本県斎藤山遺跡では，鉄で作られた斧の頭が発見された。したがっ
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て，日本では農業の開始と同時に鉄の道具が始めて使用されたことも分った。当時の鉄器が工具の性質を
もっていることは注意すべきである。また，それは鍛造によっている。このころはまだ日本ではそれを製
作しないで，大陸から移入されたと思われる。このような鉄製の工具が，日本においては，青銅羅よりも
先に使い始められたことは興味が深い。
　このように弥生時代の開始は，同時に日本において最初に農業や鉄の道具の使用や織物が始められたの
であって，この当時における日本人の生活の変化は革命的といってよいであろう。
　このように，目本最初の農耕文化である弥生時代の文化が北九州地方に起ったということは重要な示唆
をもっている。それはこの新しい文化が大陸のそれの影響によって生じたものであることを示している。
板付遺跡においては，もっとも古い弥生式土器と一緒に縄文時代にはみられなかった磨製の石器類が多く
発見された。これは明らかに大陸系の石器群であった。
　この新しい文化が日本に流れ込んでくる時に，大陸の人々が同時に渡ってきたかどうかに一つの大きな
問題がある。それは，農業のようないろいろの技術が含まれた事業や，鉄の道具，織物の技術が同時に伝
えられたのであるから，そのためには少数の人々が渡来したであろうことが考えられる。しかし・板付遺
跡においては，われわれが夜臼遺跡で確めた縄文時代の伝統の強い土器一夜臼式土器といっているが一
と，同様な土器を多く発見したし，また同遺跡においては縄文時代の文化の伝統の強い石器を多く採集し
ているのでこの新しい文化の受入れには，縄文時代の人々が深く関係していると思う。ことに・日本全体
が弥生時代の文化と化するのは，縄文時代の人々が農業技術をとり入れて，自から新しv・生活に変化した
のだと理解している。
　また，この新しい文化の取入れは，族長間だけの交渉で行われたのではなく，部族と部族あるいは民族
と民族間の取引きで行われたと思われる。なぜならば，当時はまだ日本においても，日本に近接する大陸
においても，権力のある族長は現われていなかったからである。
　さて，この日本に最初に農業が伝わり，そして弥生時代が始った年代をどのようにして決定すべきであ
ろうか。現在は，炭素14による年代決定が実施されており，この弥生時代の資料に対して行われたことが
一例ある。しかし，それは誤差が大きくて，あまりわれわれの役に立た・ない。それでわれわれは，比較年
代決定方法によることがよいと思う。それは，北九州地方における弥生時代中期後半の族長を葬った甕棺
に前漢時代後半の銅鏡が副葬されており，弥生時代後期前半の族長を葬った甕棺には後漢時代前半の銅鏡
が副葬されていた事実を根拠としたい。銅鏡が中国で造られ，北九州地方の族長の手に入る時間を考えね
ばならないであろう。それで，弥生時代の中期の後半を西暦後1世紀，後期前半を西暦2世紀と断定した
い。これをもととして，われわれは弥生時代前期の前半を西暦前3世紀，すなわち弥生時代の開始を西暦
前約300年と推定したいと思うのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　弥生時代の前期は大体西暦前300年から西暦前100年の間である。この間に農耕技術は，第一次的には
九州地方から四国地方へ，中国地方へ，そして近畿地方へと伝播し，第二次的には東海道地方の西部へ伝
播した。
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　この前期から中期，中期から後期にかけて弥生文化は縄文文化の中へ滲透してゆき，ついに日本全体が
農耕化するのである。このようにして，縄文文化の社会の中へ，農耕技術が順次にスムースに受入れられ
ていったのは，それはこの文化の社会である血縁関係で結ばれていた社会をあまり変えないでなされたた
めであろう。それで，弥生時代の社会は本質的には共同体的な社会であったといえよう。このような社会
組織はその後の日本の古代にも残って，日本の古代社会を特殊なものにしていると思われる。
　しかし，農業と，鉄の道具と，織物の開始によって，まったく新しい生活が日本において始まったので
ある。米が常食となり，食糧を貯えることができるようになって，生活に余裕ができるようになった。し
かし，家畜が使用された痕跡はない。それでもなお貝塚を残しているので，狩猟と漁携もひきつづいて行
われたことを示している。鉄の道具の使用によって，木器が沢山造られるようになった。水田で使われる
木製の農具の製造が容易になって，農具に貢献した。おそらく，柄穴と柄の組合せ技術によって縄文時代
の独木舟は，構造船に改良されて，大陸と目本の交通を盛んにし，大陸文化の受入れが盛んになった。し
かし，日本では車はずっと後まで作られなかった。織物機は地機の段階にまで発達して・この文化の及ぶ
ところへはすべて普及した。
　住居は平地に建でられたらしく，床の形は不整形の長方形であった。この例はわずかに一つだけしか知
られていない。最古の農耕集落である板付遺跡では，住居趾が発見されていないが，溝が二っと多くの竪
穴が発見されている。溝は防禦や防湿のためと思われる。竪穴は床が半月形と台形をなし・袋状を示して
いる。中国新石器時代の竪穴に類似してv・ることは興味がある。おそらく・同じように貯蔵庫として利用
されたものであろう。
　この前期に属する墓地遺跡としては，この時期の終末のものとして良好な遺跡をわれわれもっことがで
きた。それは，山口県の土井浜遺跡である。この遺跡は砂丘上に設けられた共同墓地遺跡である。縄文時
代の墓地は一定の墓域をつくることなく，住居の側に随時埋葬されただけである。この弥生時代になって
始めて共同墓地が作られるようになったわけである。発見された埋葬遺体は100個体を超すが・そこに伸
展葬と屈葬の両者が認められる。頭の所に石を置いたものや，遺体の四方に石を置いたものがある・また・
石によって遺体を囲み，石棺の如くにしたものがある。しかし，それらはすべて自然石で・運んできて・
配置すればよい簡単なものである。石棺の中には二二体あるいは五体と複数で埋葬されているものがある。
　埋葬された遺体のかなり多くのものに抜歯の風習が認められる。あるいは貝製の腕輪指輪をもっていた
ものがある。また，石や貝の玉をもっていたものもある。土器を副葬しているものはあるが・まだ金属性
の副葬品をもっているものはない。
　この多くの埋葬遺体を調kても，その中の特定のものに立派な宝器を副葬していたものがない。この墓
地からは，当時の部族の中に，まだ権力の強い族長が出現している証拠は見出せないのである。
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　弥生時代の中期は西暦前100年から，西暦後100年の問に年代づけられると思われる。この期間は弥生
式土器に強い地方色が生ずるのが特徴である。九州地方においては，無文の土器，近畿・中国・四国地方
には櫛目文の土器が盛んにつくられた。これは，当時の文化が，九州地方では大陸地方と関係がだんだん
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強くなり，その他の地方では伝統色が濃く現われはじめたことを示しているように思える。農耕技術は，
この中期の前半において，東海道の中央部まで，そして後半において，東北地方の中ごろまで伝播してゆ
く。
　この時期の集落遺跡においても，住居」止を把握することは珍らしい。やはり平地住居が多かったからで
あろうか。この時期に至って著しいことは，北九州地方において，甕棺葬による共同墓地の経営がはっき
りしてくることである。しかし，中期の前半においては重要な副葬品は見られない。中期の後半に入る
と，共同墓地における多くの甕棺の中の特定のものの中に，宝器が副葬されているのが見られるようにな
る。第一の場合は，朝鮮で作られた青銅製の短剣その他の武器類がある。第二の揚合は，第一の場合に加
えて，中国の前漢時代の銅鏡その他の宝器類を容れている。第一の場合は朝鮮における権力ある族長との
交渉において，第二の揚合はそれとさらに楽浪郡の役所との交渉において，日本に伝えられたものであろ
う。このことは北九州地方においてこの時になって権力ある族長が発生したことを物語っている。すなわ
ち・これらの貴重な遺物は権力ある族長間の交渉によって，始めて渡来する性質を持っているものであ
る。
　この弥生時代の中期の後半に，大陸から移入された青銅器は，日本で使用された最初の青銅器である。
それで，日本においては，第一に鉄器が，第二に青銅器が使用されたのである。これは，道具の発達の順
序からすれば逆である。しかし，日本に農業の技術が伝わってくる前期においては，中国ではすでに鉄器
時代にはいっていた。そして，鉄器は直接に生産に関係する道具であるから，同時に移入された。しか
し，青銅器は武器や宝器として作られ，上流階級の人々の使用品である。その当時は，朝鮮においてもま
だ権力ある族長は発生していなかったし，中国の植民地である楽浪郡もおかれていなかった。当然日本に
おいても権力ある族長はいなかった。それで，青銅器の移入が遅れたのである。
　北九州地方に権力ある族長が発生したとしても，まだその勢力は弱かった。かれらは自分の墓を特別の
揚所に作ることをしないで，やはり共同墓地に埋葬されているのである。まだまだかれらの社会は共同体
的なものであることを示している。
　この時期に，北九州以外の農業が行われている地方においては，階級社会が発生した証拠をもっている
ところはどこもない。日本においても，農業の発生が直ちに階級社会を誘発するものでないことを示して
いる。北九州における社会状態は特殊なものであって，おそらく大陸の社会情勢の影響であろう。
　この時期における技術上の進歩の問題については，人口の増加に鉄器の供給がまに合わず，石器の製作
がますます盛んとなった。そして，石器の機能によって原料の石が選定せられ，石器の形も統一されてく
る。石器が計画的に製作され始めたことを示している。また，ガラス器を作る技術が大陸から伝わり，日
本においてもそれを造り始めている。
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　弥生時代の後期は西暦後100年から西暦後300年の間と年代づけられる。この時期は，近畿・中国・四
国地方に発生した櫛目文土器が，その地方を越えて，さらに拡い地方で使用されるようになった時期であ
り，っいで土器は文様を漸次失って，つぎの土師式土器時代すなわち土師時代に移るわけである。この時
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期に農耕技術は東北地方の最北の青森県にまで伝播し，北海道をのぞく，目本全土の農耕化を完了するわ
けである。
　この時期の集落遺跡であって，それぞれの住居の形態が明瞭に調査されているものは，西日本において
は少く，東日本において多い。静岡県の登呂遺跡はその代表的なものであって，そこでは集落の状態がよ
く分る上に，水田耕作のための耕作地まではっきりと残されていた。
　北九州地方においては，甕棺墓による共同墓地はつづいて経営されている。そして，その中の特定のも
のに宝器類が副葬されることも中期と同様である。しかし，副葬されている宝器類の種類が大きく変って
きていることを注意しなければならない。ここでは佐賀県桜馬場遺跡のよい例を紹介したい。そこでは，
もう朝鮮で作られた青銅製の武器類は見られない。また，前漢時代の銅鏡は後漢時代の銅鏡にかわってい
る。そして，もっとも重要なことは，日本で鋳造された青銅器が認められることである。現在明瞭な資料
としては，これが目本人によって製造された最古の青銅器である。この時期は後期の前半とすることがで
きる。これらの青銅器の形態は大陸では絶対に見られない。それらは，すいじ貝の形をとった装飾品と腕
輪である。それらは原始的な飾り物の伝統を示しているようである。
　この後期に属すると考えられる非常に目立った遺物がある。それらも日本製の青銅器である。一つは朝
鮮製の利器を真似したものであり，他は朝鮮製の馬の飾りの鐸を真似したものである。前者は日本では銅
剣・銅鉾・銅薫といわれ，後者は銅鐸といわれている。日本製の銅剣その他は西日本の西部に，銅鐸は西
日本の東部に分布している。
　このような日本製の青銅器類は集落を離れた場所で，山の頂上や麓，谷の奥や入口で発見され，それら
はわざわざ埋めたものである。そして，それ以外には何も発見されない。それは墓の副葬品ではなく，す
なわち個人の宝器ではない。おそらく共同体が青銅器の鋳造技術を覚えて，共同の祭器として作ったもの
であろう。われわれは日本に農耕技術が大陸から移入されてから，いろいろ新しい材料や技術が移入され
て日本人の生活が向上したことを知った。しかし，それにともなう社会の進歩は遅々としていた状態を特
に注意したいと思うのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　弥生時代とともに始った農業は，日本人の生活を安定させ，日本の長い歴史の中において，大きな革新
をもたらした。さらに，鉄器や青銅器の使用の開始は，目本の文化を豊かにした。集落遺跡の数は非常に
多くなり，人口がきわめて増加したことを示している。
　農業の開始がただちに社会構成の変革をもたらすものではない。しかし，農業生産が基盤になければ，
社会が発展しないことも事実である。
　日本では長い採集経済を続けてきた原始的な社会の状態のところへ農業技術がはいってきた。そして，
その技術は容易に受入れられ，そして日本中へ拡がっていった。これは，縄文時代の人々の社会生活をあ
まりかえることをしないで行われたためである。このことは，弥生時代になっても，縄文時代の伝統を多
く残すこととなった。これが，発展しようとする弥生時代の社会のさらに大きなブレイキとなったことが
事実であろう。北九州地方においては，大陸社会の影響をうけて，階級社会へ向おうとする繭芽が見られ
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た。しかし，これは日本全体からいえば一部分の現象であった。そして，この動きも弥生時代の共同体組
織を大きく変えることはできなかった。
　しかし，弥生時代の後期のすぐ後は土師時代であって，それは古墳時代ともいわれ，階級社会が明瞭に
現出される時代である。その境の年代は西暦後300年前後であって，この時から日本の古代国家が始まる
わけである。
　それは北九州地方の部族か，近畿・中国・四国地方の部族かは分らないが，いずれにしても，この弥f±
時代の後期のある部族の中から，共同体の社会組織を打破ったものによって，日本古代国家が建設された
のである。したがって，その事業は非常に急速に，そして革命的な方法によって果されたものと考えなけ
ればならないのである。
論文審査の結果の要旨
　本論文は，序論・弥生時代の構成・弥生時代の前期・弥生時代の中期・弥生時代の後期・結論にわかた
れる。
　序論は「弥生式土器と農耕技術」と題し，まず，弥生式土器によって表現された時代，すなわち弥生時
代に関して従来の学者がいかに認識したかについて学史的な展望をなした。次いで，金属器が利用され，
稲作を中心とする農業生産に裏付けられているこの時代の生活や社会を知る上に，ことに日本における最
初の農耕がいかにして発生し成長したかの重要な問題を解決する上に，当代に間断なく使用された弥生式
土器が一つの目盛りとなることを説いた。すなわち，多種多様な土器型式を把握し，それらを正確に時間
の順序に編年し，また地域性によって配列することによって，それと関係ある農耕技術の消長がくわしく
理解され，金属器の利用その他の事象が人々の生活にとりいれられた経緯なども細かく知ることができ，
社会の状態やその動きも多少明かにされるとなし，弥生式土器の型式の研究の重要性を強調した。
　次に，　「弥生時代の構成」においては，序論に述べた見解にもとづき，時間的な順序と地域的な配列と
を組み合せながら，弥生時代の時期区分と地位とを確立している。すなわち弥生式土器は多くの小型式に
細分され，それらの小型式は当然それぞれの時期と分布とをもっているとなし，各型式の土器が系統を同
じくして成長しているか，あるいはそれぞれの時期に分布区域を大体同じくしている12の地方一北九州
地方，南九州地方，東九州地方，南四国地方，瀬戸内沿岸地方，山蔭地方，畿内地方，伊勢湾沿岸地方，
駿河湾沿岸地方，中部高地地方，北陸地方，南関東地方，北関東西部地方，北関東東部地方，東北南部地
方，東北中部地方，東北北部地方一につき，型式の細分とその編成をなした。
　そして，各地における種々の土器型式はそれぞれの時期をもつものとなし前期・中期・後期の3時期と
して一応の整理を試み，さらに，土器を伴出している銅鏡・貨銭を中心として絶対年代に触れ，前期は西
暦前300年から西暦前100年，中期は西暦前100年から西暦後100年，後期は西暦後100年から西暦後
300年となした。
　「弥生時代の前期」においては，編年の上で，北九州地方の板付遺跡から出土したいわゆる板付式土器
と称せられるものが最も古く，この時期に相当する弥生式土器は他地方に見られないとなし，次いで北九
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州で板付式土器が出現した時期は，縄文時代のいかなる時期におかれるかを考察し，この場合板付遺跡の
調査によって西日本で縄文式土器の伝統のきわめて強い土器として知られた夜臼式土器と称せられるもの
が，板付式土器と共存する事実をたしかめ，かつまた東日本における縄文時代晩期の土器と弥生式土器と
の関係を考察し，弥生時代の文化の中に縄文時代の文化の強い伝統をみとめた。あわせて当初の弥生時代
の文化に，明かに農耕生産の存在することや金属器使用の事実の濃厚なことや，機織技術のみとめられる
点などから，弥生時代文化の発生に大陸文化の影響の大きいことを老えた。すなわち縄文時代の人々が新
しい文物や技術を大陸から受けて自ら弥生時代という新しい時代をうち立てたものであるとなした。な
お，金属器に関しては，前期においては未だ青銅器はみとめられず，鍛造の鉄器の存在することを説き，
農業技術にっいては，当時食糧生産が米作を中心とする農業にかわりつつあったことは事実であるが，狩
猟・漁携も重要な役割をもったことを述べた。集落についても触れ，その一部に共同の倉庫地域の設定さ
れたことを考察した。墓制においては北九州に支石墓，箱式石棺・配石墓・甕棺墓等の存することを説
き，当時集落地域以外に墓域を定め共同墓地を設けたとなし，共同墓地内において，ある遺体だけ特別に
貴重なものを副葬したという葬制は未だ行われず，なかったとなした。かくして，前期の社会は，血縁を
最も強い紐帯として結ばれた共同体的な色彩の濃厚な社会となし，各々の生活集団には階級の分化はなか
ったことに論及した。
　「弥生時代の中期」においては，この時期に，はじめて弥生時代の文化が東日本へ伝播したとなし，土
器の上から西部日本と中部日本と東部目本という3つの小文化圏に分れていた観を呈すると述べた。しか
も東日本では，縄文時代の人々がそのまま西方の農耕技術を受け入れて弥生時代中期の文化に推移した観
がきわめて強いと論じた。次いでこの時期の金属器の消長については，鉄製工具は前期と同様に使用され
たが前半には青銅器は存在せず後半の初頭以後に用いられたものとなし，これを中期の木きい一特色とな
した。稲作にっいては，穂摘具としての庖丁形石器が多量に生産され，機織の技術は農耕技術が東方に伝
播するに際して同様に拡がったことを考察した。また装身具についても大きい変化がおこり，銅釧も発達
し，ガラス製の玉類も製造されたことを述べた。集落については，この数の増加したことに触れ，墓制も
西部日本の地方でますます顕著となり，支石墓と甕棺とが主体で，共同墓地が行われ，しかも中期後半の
初め頃から共同墓地の中でもある特定の甕棺に宝器を副葬することもなされ，中期後半の最盛期には墓地
内のきわめて特定な甕棺にだけ豊富な宝器の副葬品を見るに至り，これらの被葬者はかなりの権力をもっ
た族長であることを推考した。かくして，中期は目本の大部分の地が農耕化されたが，未だ社会上の変革
は起るに至らず，ただ北九州地方は大陸の情勢の大きい影響を受けて階層の分化が行われようとするきざ
しが見えはじめたとなし、これを半階級的な社会と推考し，しかも彼等の権力は分散的であったと考察し
た。
　「弥生時代の後期」においては，この時期に青銅器がはじめて鋳造され，鉄器の製作も行われたとなし
た。稲作技術については，登呂遺跡を例証として水田経営について考察し，集落に関しては，高床倉庫に
触れ，これらは各住居に付随することなく村落のある地域にまとまって建てられたものと考察した。また
登呂遺跡において発見された12戸の住居趾に関しては，村落の全数に近いものとみとめ，この時期の一村
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落の戸数と人口とに一つの基準を点えるものとなした。墓地については，西部の目本において甕棺墓の共
同墓地がさかんになり，中部日本，東部日本においては墓制は不明瞭であることを説き，なお西日本の甕
棺墓の共同墓地として佐賀県桜馬揚遺跡を例としその副葬品を以っ族長の生前における宝器としての所有
品となした。またこの頃鋳造された銅利器や銅鐸は族長の宝器であり共同体の共通の意志で埋置されたも
のであることを考察した。
　かくして，この頃の社会の一般的な情勢は，この分化がこれほど進まず，血縁によって結ばれた共同体
的な社会がなお持続していることを論じ，北九州地方にあらわれた半階級的な社会も大陸の社会的情勢の
影響によって生れたもので，後期後半は再び共同体的な社会にもどったものであることを考察し，後期後
半，大陸では楽浪郡治から帯方郡治に移され，後漢の王朝は魏の王朝にかわったとなし，この状勢の中に
西暦後300年前後幾内を中心に高塚古墳が出現し，古墳時代に入り，最初の階級社会が形成され日本の国
家が成立されたとなした。
　結論は「日本古代国家への展開」と題するものであって，魏志倭人伝に記されている小国家の存在した
時期は弥生時代の後期後半にありとなし，この頃北九州における権力ある族長に関係ある一族がその主権
を畿内地方に伝えたとなし北九州地方の政治的権力の畿内における移動について考証し大和における古代
国家発生の問題に論及した。
　そもそも弥生時代は，文化の上から考えれば水田経営による稲作の技術が発生し発達し，金属器として
の鉄器・青銅器がはじめて使用され普及した時代であり，わが国近代文化と直結するものとして重要な内
容をもっている。また政治史の上からすれば，小国家の分立の状態から統一国家への胎動を示しつつある
注目すべき時代である。しかもこの時代の文化の解明はもとより政治史上の問題への示唆にも，遺跡・遺
物の研究の成果が大きい役割を示すとはいうまでもない。しかしながらこの時代の遺跡・遺物はその種類
もきわめて豊富であり，地域的にも編年的にも複雑なものがあり，これらを組成し分析し研究することは
きわめて困難なものとされている。
　著者は，この時代の遺跡・遺物の研究に多年にわたって精魂をかたむけてきたものであり，ことにこの
時代の土器である弥生式土器をもって文化をはかる目盛りとなし，全国にわたって資料を募集整理して集
成図を作成し着実な研究をつづけてきた。本論文はその成果をもととして研究をまとめたものであり弥生
時代の文化を巧みに総収し，あわせて政治史上の問題にもすぐれた見解を示している。論旨おおむね穏当
であり慎重であり，かつ堅実である。中にも弥生式土器の各地域にわたる編年的な考察は著者の独壇場と
もいうべく，またこの時代の文化について前期からの農耕技術の発生をみとめ縄文式時代との関係を論
じ，鉄器と青銅器の発達の推移を説き，墓制について各時期における彼葬者の社会的な地位について考察
するなど随所に新知見があらわれている。もっとも，考古学の論文でありながら論文の中核の一をなす弥
生式土器の編年に関して図表的な資料に欠き，重要な遺跡・遺物の写真・図面等の用意を省略し，また多
少概述的な箇所もあり邪馬台国の位置を論ずる説明にやや論旨の不充分な点も気付かれるが，弥生式時代
の解明において現段階にあっては最高のものであり学術上の功績は高く評価されるものである。よって著
者は文学博士の学位を受ける資格あるものとみとめる。
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論文審査の方法・試験および学力の確認
　昭和38年10月11日，当大学院文学研究科委員会におV・て，明治大学学位規程第16条1項および第11条1
項，2項により，主査1名，副査2名を選定した。
　10月31日，主査，圭室諦成，副査，斉藤忠，関野雄，列席の上，論文提出者，杉原荘介に対し，論文内
容および語学（英語・仏語）の面接試問を行う。
　論文内容について
　　1．青銅器鋳造の時期の問題
　　2．弥生式時代後期における小国家分立と邪馬台国の問題
　　3．弥生式時代末期における大陸文化の様相等について試問したところ，満足すべき解答を得た。ま
　　　　た語学についても提出論文要旨の訳文により充分その実力を有することを確認した。
　本論文は，提出者が30余年問，精魂をかたむけた弥生式時代研究の集約であり弥生式時代の解明として
は，審査要旨でも述べたように現段階において，最高のものである。よって，文学博士の学位を授与する
に足るものと判定する。
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